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医療機関︓アイ動物病院（埼⽟県さいたま市）  
担当獣医師︓新井 宣明  
症例 No2  
書例カテゴリー︓腫瘍  
症例名︓再発した⿊⾊⾁腫  
使⽤製品︓30ml/⽇ 1 か月半  オゾンガス注腸法 週 1 回    
種類︓コッカースパニエル 年齢︓13 歳（2006.3.4 生） 体重︓9.38kg  
性別︓オス（去勢済）  
  
症状と経過  
令和元年  
9/23 今年 4 月に⼿術をして、⿊⾊⾁腫（左⼝唇部）と診断。 
 9 月 14 ⽇に再発を認め、オゾンガス注腸法を希望され来院。 
 コルディジーンの内服とオゾンガス注腸法（週 1 回）を始める。 
10/20 上記の療法では効果が確認できず、腫瘤の肥⼤化が⽌まらないため、 
 POC 水 10ml×3 回/⽇の投与を始める。 
11/30 POC 水の投与後も多少の出血を認めたが、腫瘍の肥⼤は⽌まった。 
 腫瘍が縮⼩し⼤きさが落ち着いたため、飼い主と相談し、局所⿇酔下にて付着部を結紮し、 
 腫瘍への血液供給を断つことにした。 
 現在、POC 水を継続投与して経過観察中。 


